








2 ．研究開発マネジメントについて
【実施体制（人員配置）】 GL・研究開発責任者：国立大学法人九州大学

【2027年度までの中間目標】
項目1．気体透過性ブレンドアイオノマの実用化に向けた設計指針構築と触媒層調製プロセスの最適化
・低電流密度域のIV性能低下を抑制し、高電流密度域でNafionより20%以上高い限界電流密度を達成
・RotherがNafionアイオノマの50%以下となる気体透過性ブレンドアイオノマ、触媒層作製プロセスを開発

項目2．炭化水素系高分子電解質と気体透過性高分子による炭化水素系気体透過性
ブレンドアイオノマ開発

・炭化水素アイオノマを用いた気体透過性ブレンドアイオノマを開発、単独アイオノマより20%以上高い限界電流密度を達成
・Rotherがスルホン化ポリフェニレンアイオノマの50%以下となる気体透過性ブレンドアイオノマを開発

項目3．気体透過性ブレンドアイオノマの耐久性評価
・Nafionアイオノマ、もしくは炭化水素系アイオノマを用いたセルと、ブレンドアイオノマを用いたセルで、起動停止試験、負荷変
動試験の比較を行い、ブレンドアイオノマセルにおいても、同等（比較アイオノマの90％以上）の耐久性能を達成

項目4．高温運転時の気体透過性ブレンドアイオノマの発電性能評価（2028年度以降）
最終目標実現に向けた材料、組成の最適化。（できる限り早期に実施）

項目1 ４名：研究員２名（A、B）、学生２名（C、D)
項目2 １名：研究員A（炭化水素材料合成）
項目3 ２名：研究員B、学生C
項目4 ２名：学生D、研究員A
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１．事業の位置付け・必要性

事業の目的
商用車向け燃料電池には、高耐久・高負荷走行を実現する高分子電
解質が求められている。本事業では、実施者が培ってきた「気体透過性
を制御した高分子電解質技術」を活用し、アイオノマの酸素透過性改
善により高電流密度域での性能向上、白金量削減を目指す。炭化水
素系高分子のみからなる気体透過性ブレンドアイオノマの開発し、幅広
い産業応用に資する革新的材料の実現と設計指針の構築を目指す。

商用車向け燃料電池では、より高い出力を出す事が重要な課題。触媒層内でのアイオノマの酸素透過抵抗の低減ができれば、触媒への酸素
供給をスムーズにでき従来以上の高い出力を発生させることが可能。

このような背景から、最終目標として、炭化水素系高分子のみからなる気体透過性ブレンドアイオノマを開発、NEDOロードマップの商用車用燃
料電池触媒層内のガス拡散抵抗の目標10 s/mを達成、耐久性も従来のアイオノマと同等を維持するなど実用化に必要な目標達成を目指
す。当面、PFAS規制の対象からFCが外れることを踏まえ、フッ素系材料でも10 s/mを下回る材料の開発を進める。

・ベンチマーク（国内外）結果との比較
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【触媒層全体(Rother)と触媒層中のアイオノマの酸素透過抵抗（RPt)の比較】
青の列は九大で測定したもの。緑の列は文献値。空欄は現在データなし。

・現在の開発目標が設定された背景








